
令和7（2025）年度 事業報告書
ＮＰＯ法人森からつづく道

Ⅰ．概要

当団体は2016年度より田村池におけるオオキトンボの生活史に関する調査を継続しており、

2025年度の定点調査区における羽化殻数は651個であった。これは2017年度の1821個、2024

年度の1212個に次いで多い数であり、3月下旬～5月上旬にため池への貯水が順調に進み、水

位が上昇したことが大きな要因と考えられる。このことは2026年5月に河野別府地区の役員会

で報告し、オオキトンボへの理解と今後の協力を依頼した。また当団体としてため池管理に貢

献するため、6月に堤防の草刈りに参加した。さらに本種が最も多く発生しているため池を校区

にもつ河野小学校の3年生に対し、7月に生活史の解説とヤゴの飼育・羽化観察を、10月に産卵

観察会を実施した。また市民対象の産卵観察会を松山市の事業として10月に実施した。

2025年度は愛媛県「三浦保」愛基金の助成による「訪ねたくなる水源の森・里づくり（松山市日

浦地区）」の2年目であり、次の事業を実施した。①日浦中小学校で実施しているヒメユリの保全

活動では、2024年に播種した苗の一部が2年目にして開花した。また2025年度も播種して100株

ほどが越冬した。その結果、2024年度播種と2025年度播種の株を合わせると約100の苗が育っ

ており、ヒメユリの増殖は一応の成果を得た。今後はヒメユリの露地栽培と、この活動を地元に

も広めることが課題である。地元在住の松野氏が中心となってヒメユリクラブが結成されたため、

その活動を支援する方針である。②2回目となるミツマタ植樹を行い、苗は順調に生育している。

③石手川上流（日浦地区）で水生生物の調査を行い、それをもとに「石手川の生きものミニ図

鑑」を作成した。④11月に「水源の森の巨樹を訪ねるエコツアー」として川の郷町のアカガシと福

見川町の三本杉を訪れた。⑤9月6日～7日、広島県芸北高原の湿地植生の観察と広島自然学

校の視察を実施し、9名が参加した。

2025年度も2024年度に続き、（株）イーエーシー（松山市）が松山市から受託した自然環境イ

ベント等業務の企画・運営を担い、次の5回の活動を実施した。①6月「湧ヶ淵公園の自然観察」、

②8月「ドキドキ夜の昆虫観察ライトトラップ」、③10月「希少赤トンボ オオキトンボの産卵を観

察しよう」、④12月「野鳥観察会＠道後公園」、⑤3月「野草を味わう春散歩」。野外活動であるが

雨天順延もなくすべて予定通り開催できた。

サイエンスカフェえひめは、第45回「絵本制作のための昆虫観察日記」（舘野 鴻氏）、第46回

「昆虫たちの行動を考える」（松原 慧氏）、第47回「愛媛県の川に生活する魚たち-その現状と

保全」（清水孝昭氏）、第48回「樹木が集団で枯れるナラ枯れ―ミクロとマクロの視点」（鍋島絵

里氏）の4回を実施した。各発表とも内容の濃いもので、発表後には活発な質疑応答があるなど

盛況であった。

日本農業遺産「愛媛・南予の急傾斜地農業システム」については、愛媛県農政課からの依頼

を受け、世界農業遺産申請の申請書類等の作成と農業生物多様性調査などを行った。

【運営した主な事業】
1 オオキトンボ保全プロジェクト 
2 サイエンスカフェえひめ
3 松山市自然環境イベント等業務（（株）イーエーシーから受託運営）
4 「訪ねたくなる水源の森・里づくり（松山市日浦地区）」
5 「愛媛・南予の急傾斜地農業システム」農業生物多様性等調査・研究業務
6 その他必要とする事業

1オオヤマカワゲラ属の１種



1. オオキトンボ保全プロジェクト
2025年度は、前年度と同様に、オオキトンボ発生数の推移を把握する羽化殻調査を中心に、モニ
タリングを継続するとともに、地元の河野小学校との観察会などを行った。

■調査およびため池管理者への報告

（1）羽化殻調査 6月3日～8月12日、13回 （2）産卵調査 9月30日～12月1日、16回

（3）水位記録 月に2回程度（羽化殻調査や産卵調査の際に撮影した写真から推計）

（4）ため池管理者への報告 2025年度の発生状況を、4月7日に河野別府区長、副区長に報告し、
本種の生息環境の維持に資する貯水や落水のタイミングを説明、協力を依頼した。

■河野小学校3年生の授業

（1）7月11日 生活史説明、終齢幼虫の観察、翌日以降羽化した成虫をリリース（武智、豊田康）

（2）10月21日 ため池にて産卵の観察、質疑応答（武智、豊田康）

■田村池草刈り

（1）6月1日 河野別府地区の草刈りに参加（豊田康、新山、松井）

（2）10月6日 河野小学校の観察会のために実施（豊田康、松井）
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Ⅱ．各事業報告

2017～2025年
田村池 羽化殻数（発生数）推移

2025年は2024
年の54％だが
高水準を維持

2024年は7年
ぶりに大量発生

2016～2025年
田村池 水位記録

（天端を0㎝）

■貯水は3月上旬開始が望ましい。
→卵が早く水没し、孵化が早まる
■落水は９月中開始が望ましい。
→早く砂地が露出し、広範囲に産卵できる
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1. オオキトンボ保全プロジェクト

2024年は7年ぶりに本種の発生数が多く、採取した羽化殻数が1200個に達した。その要因の特
定は難しいが、前年9～11月にため池の水位の低下が順調であり、産卵が広範囲に行われたこと、
ため池の貯水が3月中に開始され、水位の上昇が順調で本種の卵の孵化が進んだことなどが考
えられる。2025年の発生数は651個であり、2024年の54%程度となったが、2018～2023年の6年間
の平均が300個程度であったことに比べると、2倍以上の数であった。

●羽化殻調査
 発生数は大量発生となった前年比54％であったが、高水準を維持

羽化殻調査：6月上旬から8月末まで

の毎週水曜日に、設定した調査区に
おいてトンボの羽化殻をすべて採取
し、種別に分類して数をカウントした。

2017～2025年 田村池 羽化殻数

2025年 田村池 トンボ全種
羽化殻数の推移



2. サイエンスカフェえひめ

4

自主事業として発足当初より実施。2025年度.愛媛大学リージョナルコモンズを会場に、4回開催した。

■第45回 絵本制作のための昆虫観察日記
【日時】令和7年5月13日18：00～19：30
【講師】舘野 鴻 氏（画家、絵本作家）

オオセンチコガネの地中での生態にせまる
絵本「うんこ虫を追え」をベースにお話しをいた
だいた。題材としたオオセンチコガネを飼育し、
観察の工夫を重ね、仮説を検証する様子を含
め、本種とその生息環境を精緻な絵で紹介さ
れており、当日は多様な層の参加があった。

■第48回 樹木が集団で枯れる「ナラ枯れ」
～ミクロとマクロの視点から
【日時】令和8年2月10日19：00～20：30

【講師】鍋嶋絵里氏（愛媛大学農学部森林資源学
コース准教授 博士（農学））

一昨年頃からカシノナガキクイムシの被害が見
られ始めた城山樹叢での状況を例に、ミクロとマ
クロの視点からナラ枯れのメカニズムを解説いた
だき、県内外の関係者と情報共有が進んだ。

■第47回 愛媛県の川に生活する魚たち
～その現状と保全
【日時】令和7年12月2日19：00～20：30
【講師】清水孝昭氏

（愛媛県水産研究センター室長）

本県在来の魚たちが、少なくとも四分の一ほ
どの種類が絶滅あるいはそれに近づきつつあ
る状況を解説。減少の理由と種の特性に応じ
た保全の在り方について説明をいただいた。

■第46回 昆虫たちの「行動」を考える
【日時】令和7年8月19日19：00～20：30
【講師】松原 慧氏 （人間環境大学総合環境学部
フィールド自然学科 助教 博士（農学））

昆虫たちの「行動」に注目した研究を説明いた
だいた。イモムシのぶら下がり行動の理由など、
素朴な疑問を科学的に解明するアプローチを分
かりやすく紹介いただき、質疑応答も充実し、研
究への理解を深めることができた。
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3. 松山市自然環境イベント等業務

市民の自然環境への意識の高揚を図り、環境保全に参画する市民を増やすことを目的とする松

山市の事業を、昨年度に続き（株）イーエーシーが受託し、全10回のイベントのうち、5回分について

当団体が企画と講師・運営を担当した。参加募集と参加者とのやり取り、アンケート実施は市担当

課と同社が担うなど、役割分担が進み、当日はイベント運営に専念することができた。担当者との

やり取りもスムーズであった。また、生きもの関係のインスタグラム記事・写真提供、りっくるだより

の原稿作成も本業務の一環として担当した。

イベント名/●講師 実施日/場所 参加数

新緑の「湧ヶ淵公園」自然探検！
●松井宏光、武智礼央

6月22日（日）10～12
松山市湧ヶ淵公園

14名

ドキドキ夜の昆虫観察 ライトトラップ
●武智礼央、愛媛県生物多様性センター

8月2日（土）19～21
松山市野外活動センター

26名

希少アカトンボ、オオキトンボの産卵を観察しよう！
●武智礼央、豊田康二

10月13日（月・祝）10～12
北条ふるさと館～田村池

15名

道後公園で野鳥観察！
●橋越清一

1月24日（土）9：45～11：45
子規博物館～道後公園

14名

野草を味わう春散歩
●松井宏光、黒河由佳

3月20日（金・祝）10～13：30
日浦地区、水口集会所

21名

6/22 湧ヶ淵公園自然探検！ 8/2 ドキドキ夜の昆虫観察  ライトトラップ

1/24 道後公園で野鳥観察！
3/20 野草を味わう春散歩

10/13 オオキトンボの産卵を観察しよう！
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4. 「訪ねたくなる水源の森・里づくり（松山市日浦地区）」

(1) ヒメユリ保全活動

松山市日浦地区は、石手川ダムの水源の森を有し、希少なヒメユリや水生生物が生息するなど、

保全すべき自然環境があり、環境学習・体験の適地である。しかし、人口減少により里地・森林の

管理が進まず、イノシシやシカの獣害の拡大が懸念される状況である。そこで、同地区の里地～里

山～森林の整備に県民が関われるプロジェクトを立ち上げることにより、水源の森への関心を高め、

水の涵養、土砂くずれ等の低減、生物多様性の保全など、里地や森林が多面的機能を維持・回復

することを目指すプロジェクトを計画し、2024年度より愛媛県「三浦保」愛基金の助成を受け、活動

を展開している。

同地区の地元NPO「里山歩こう会」と連携して実施してきたが、2024年度に種まきをしたヒメユリが

想定より1年早く本年度開花したことを受け、里山あるこう会に日浦小中学校PTAの有志が加わり、

ヒメユリクラブが発足。地元でヒメユリ保全活動を担う基盤が充実するかたちとなった。

2024年の活動を継続・発展し、日浦地区における自然体験プログラムのコンテンツを充実させる

ことができた。

月/日 内容 参加者 概要

4/17
ヒメユリの種まき
打合せ

日浦中（松本先生、佐藤
先生）、里山ひうら（松
野氏）、松井、黒河

日浦中学校を訪問し、本年度の種まきの実施日と
スケジュールの打合せを行った。種まきに必要な
肥料や腐葉土が学校にあることを確認し、昨年育
苗して越冬した苗の様子を把握した。

4/24 種まき

日浦中3年6名、日浦小1
年7名、日浦中（松本先生、
佐藤先生）、日浦公民館
主事（松本氏）、松野氏、
松井、黒河

種まきは同小・中学校の恒例行事。数量としては、
コンテナ5個分（1個に30程度播種）となった。昨
年度の経験からコンテナに透明のプラスチックカ
バーを設置して保湿を行った。並行して地元NPO
里山ひうらが昨年度と同様に苗づくりに取り組む。

6/27

1年目苗：発芽状
況の確認、2年目
苗：生育状況、開
花の確認

松本先生、佐藤先生、松
野氏、松井、黒河

日浦中では、5/15頃に発芽が確認された。1～2㎝
程度の1枚葉が出ている。2年目の苗のうち11は茎
が立ち上がり、9個開花した。茎が伸びない苗は
12。里山ひうらでは、茎が伸びた苗が17で、5個
開花、茎が伸びない苗が19であった。開花は来年
度と考えていたので、想定以上に順調に生育し、
生徒の意欲も上がっているとのこと。

7/15 苗を鉢に移植
日浦中3年生5名、松本先
生、佐藤先生、松野氏、
松井、黒河

1年目苗のコンテナから1鉢に苗を1本ずつ移植し、
95鉢を確保した。残りの苗は試しに2年目苗の一
部とともに地植えにした。鉢と用土は学校にある
ものを使用し、化成肥料を与えた。2年目苗は、
体育館東側の花壇に腐葉土を加え、11株を地植え
にした。5株は移動できるように大きな鉢に移植
した。また、自動潅水装置を設置した。

7/22 寒冷紗の設置 佐藤先生、松野氏、松井 移植した鉢と地植えした花壇に寒冷紗を設置した。

9/18 生育状況の確認 松野氏、松井、黒河
生育状況を確認した。鉢に移植した1年目苗はほ
とんどが活着し、順調に生育している。

10/23 生育状況確認
佐藤先生、松野氏、松井、
黒河

1年目苗はそれぞれ3枚ほど本葉があり、特に変化
は見られなかった。2年目苗では、開花後に7個の
種のさやができ、結実が進んでいる。種のさやが
できた苗の球根は直径4cm程度になっていること
を確認した。

11/18
四国カルストでヒ
メユリの種を採取

松井、黒河

本年、日浦中と里山ひうらでは開花があり、種を
採取することができたが、遺伝子の多様性を担保
するため、四国カルストに出向いて野生のヒメユ
リの種を採取した。

※11/18の四国カルスト訪問以外は、日浦中学校における活動である。



4. 「訪ねたくなる水源の森・里づくり」
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（3）石手川上流域川の生きもの調査・ミニ図鑑制作
【日  時】令和7年8月29日（金）9：00～13：00
【場  所】日浦地区 東川町 石手川
【講  師】松田久司氏（愛媛県環境マイスター）
【参加者】当団体3名
昨年度に続き、日浦地区東川町において、川の生きもの調査を
実施した。昨年度と本年度調査結果から、見つけやすい生きもの
（多くはカワゲラやトンボなどの幼虫）を15種抽出し、写真および
体の特徴、生活の様子の解説、成虫の写真などを掲載したミニ図
鑑を完成させた。

（2）ミツマタ植樹
【日  時】令和7年11月11日（火）10：30～15：00
【場  所】日浦地区 水口集会所、耕作放棄地
【講  師】森本政敏氏 （樹木医）
【参加者】松野禎治氏（ヒメユリクラブ）、当団体関係者7名
昨年度に続き、耕作放棄地にミツマタの植樹を行った。植樹に
先立ち、樹木医の方を講師に、植樹の際に留意することや樹木
医の仕事についてのレクチャーを受けた。樹木医の方の指導の
もと、0.8ｍ苗を8本植樹するとともに、昨年度植樹したミツマタと
日浦小の子どもたちが植えたサクラの剪定を行った。

（4）「水源の森の巨樹を訪ねるエコツアー」の実施
【日 時】令和7年11月16日（日）9：00～14：30
【場 所】松山市日浦地区川の郷町、福見川町
【運 営】当団体4名、松野禎治氏（ヒメユリクラブ）
【参加者】19名（運営者含む）
水源の地域での滞在を楽しみ、現状を知ることを目的に、日浦
地区川の郷町の山中にあるアカガシの巨樹および、福見川町
の三本杉を訪ねるエコツアーを実施した。昼食は、豊かな水を
利用して川魚を養殖している「せせらぎ亭」（福見川町）の協力を
得た。アカガシの巨樹へは、1時間半程度の登山となったが、経
験豊富な当団体スタッフによるロープを張るなどの配慮により、
安全に実施することができ、参加者アンケートの満足度はたい
へん高かった。

11/11 ミツマタ植樹

（5）先進地視察
芸北高原の自然館、（特非）ひろしま自然学校
【日 時】令和7年9月6日（土）～7日（日）
【場 所】芸北高原の自然館、（特非）ひろしま自然学校
【参加者】当団体7名、松野禎治氏（ヒメユリクラブ）
広島県北広島町を拠点に活躍されている、芸北高原の自然館
と（特非）ひろしま自然学校の協力を得て、先進地視察を実施し
た。芸北高原の自然館は専門性が高く、八幡湿原の維持のた
めに、自然再生協議会を立ち上げ、年間を通して調査と草刈り
などの整備活動を実施しており、情報発信にも注力している様
子を説明していただいた。ひろしま自然学校は、親子対象の生
きものモニタリングや、里地の整備週末ボランティアなどを定期
的に開催し、多様な対象向けのプログラムを提供しており、実際
に参加して運営の様子を知ることができた。

6/27 ヒメユリ開花を確認！

11/16
水源の森の巨樹を
訪ねるエコツアー

9/6 芸北の八幡湿原を散策



5. 「愛媛・南予の急傾斜地農業システム」農業生物多様性等調査・研究業務
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申請書を補完するために「由良半島 タカ類の渡り調査 2025年秋（橋越清一）」を行った。実施場

所は油袋（旧内海村）、調査日は2025年9月25日(日)～10月12日（日）である。

南予のリアス式地形は複雑に入り組んだ急斜面である。そのため水田は不適だが人々は広大

な段畑を築きイモやムギを栽培して主食とした。海は急に深くなっているため栄養塩類が表層まで

届き、大量のイワシなどが獲れ、魚肥などの収入源となった。この農業と漁業の相互補完があって

人々の生活が成り立ち、集落が維持されてきた。現在は段畑ではミカン栽培、真珠やハマチなど

海面漁業となり、農業と漁業の相互補完システムは変容しつつあるが、リアス式地形ゆえの人々

の営みは、世界的にも稀な景観システムといえる。

「愛媛・南予の柑橘農業システム（2019年度日本農業遺産認定）」は2022年度に愛媛県は世界

農業遺産を申請したが国内審査で不採択となった。2025年度は「愛媛南予のリアス式海岸景観シ

ステム（仮題）」として構成を変えて2026年6月に再度申請することし、本NPOは申請書本文および

その一部である農業生物多様性の部分、全分類群の生物種リストの作成および農業生物多様性

継続調査を担当した。調査員は宮本春樹、橋越清一、徳岡良則、松井宏光の4名である。

調査研究の結果は報告書として纏めて提出した。その項目は、①農林水産業システムの概要、②

申請システムの世界的重要性、③特別な価値及び特徴、④歴史的な関連性と現代的な関連性、

⑤他申請地との比較分析、⑥GIAHS認定基準との整合性、⑦食料及び生計の保障、⑧農業生物

多様性、⑨地域の伝統的な知識システム、⑩ 文化・価値観及び社会組織、⑪ランドスケープ・シー

スケープ、⑫動的な保全のための保全計画、⑬全種リストなどであり、全220ぺージに及んだ。

由良半島（定点）において、9月15日～10月12日（18日

間）まで今季のタカ類の渡り調査を行った。9月25日～10

月9日までは2名体制で調査ができ、サシバについては過

去最高のカウント数となった。

調査期間中に確認されたタカ類（羽数）：サシバ（9,519）、

ハチクマ（181）、ノスリ（66）、ハイタカ（5）、オオタカ（3）、ツ

ミ（3）、チゴハヤブサ（4）、チョウゲンボウ（1、東行き）、アカ

ハラダカ（3）。

サシバ



事業の企画申請にあたっては、各事業に関係する会員が打ち合わせを行った。松山自然環境イ

ベント等業務は2024年度と同規模で、5回実施した。事業を運営する（株）イーエーシー担当者とは、

Zoomによるオンラインで打合せを行い、当日スケジュールや役割分担を円滑に行うことができた。

6月2日と8月25日に理事会を開催し、事業計画ならびに2026年度事業として、TOTO水環境基金

に応募する事業内容の検討、各事業の進捗の情報共有などを行った。
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Ⅲ．組織運営

1. 意思決定

2. 情報発信
【イベント情報】

HPにおいて、「サイエンスカフェえひめ」（４回）、「水源の

森の巨樹を訪ねるエコツアー」を告知し、募集を行った。同

内容はfbにも掲載した。また、チラシを作成し、関係者が

手配りする他、まつやまＮＰＯサポートセンター、愛媛県生

涯学習センターなどに設置した。

【生きものごよみ】

生きものの活動を紹介することにより、その生態や生態

系に興味を持ち、季節の変化を感じてもらう目的で発信を

行っている。

生きものごよみ ６

サイエンスカフェ ４

イベント情報（SC以外） １

Fbによる告知等 5

6. その他必要とする事業

■「北条鹿島にぎわいまつり」出店
【日 時】令和７年７月２１日（月・祝日）9：00～16：00
【会 場】ＪＲ伊予北条駅前～鹿島

松山・北条・中島合併２０周年記念として、風早まちづくり
ネットワークが開催。動物フィギュアを使ったジオラマ、植物
のハーバリウム、キャラクターどんぐり、リアルトンボ・蝶など、
自然素材を使ったクラフづくりを提供し、好評であった。

■掲載回数

■愛媛県「三浦保」愛基金成果発表会2025 事例発表
【日 時】令和７年１１月３日（月・祝）13：00～16：15
【会 場】愛媛県総合社会福祉会館

令和６年度・７年度と、「三浦保」愛基金の助成を得て、「訪ねたくなる水源の森・里づくり（松山
市日浦地区）に取り組んでおり、その取組状況について発表を行った。

7/28 夏の昆虫編

■「えひめグリーンツーリズム魅力体験フェア」出店
【日 時】令和７年１０月１１日（土）10：00～16：00
【会 場】フジグラン重信 １F フードコート前

愛媛県が農山漁村への誘客推進を図る目的でフェアを開
催するにあたり、体験メニュー提供の依頼があり、クラフトづ
くりのブースを出店した。動物フィギュアを使ったジオラマとリ
アルトンボ・蝶づくりが人気であった。
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